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愛と平和と一生懸命

長崎はこれまでの歴史の中で、深い苦しみを味わってきました。
古くは潜伏キリシタンンの迫害の時代から、
第二次世界大戦終焉直前の原資爆弾投下まで、
多くの方の苦しみがあって平和の時代を迎えています。
平穏な日常を味わえる今だからこそ、
弊クラブにはその平和の大切さを語り伝えていく責任がある。
そしてその輪を広げていく使命があると考えています。
弊クラブの平和祈念活動のコンセプトは「愛と平和と一生懸命」。
愛する人たちのために一生懸命にプレーすること。
愛する人たちのプレーを一生懸命応援すること。
敵も味方も越えて隣人とともにこの日常を味わえる平和に感謝して、
語り継いでいきたいと考えています。


今年長崎に原子爆弾が投下されて75年になります。V・ファーレン長崎にとって2020シーズンは、新型コロナウイルスにより、Ｊリーグも第２節より中断を強いられ、サッカーがある当たり前の日々の幸せを感じることができたシーズンでもあります。この特設サイトではクラブの想い、取り組みを発信し、サイトを訪れた方が平和について考えるきっかけになればと思います。また今回は、平和への想いを世界にも発信できればという想いのもと、メッセージ動画では日本語をはじめ、英語、ポルトガル語、イタリア語で発信しています。


代表取締役社長 Haruna Takata
監督 Makoto Teguramori
#10 Luan Madson Gedeão de Paiva
#17 Hiroki Akino
#32 Victor Ibarobo

平和への想い

クラブグランドスローガン
V・ファーレン長崎は、グランドスローガンに「正々道々 〜ナガサキから、世界へ〜」を掲げています。これは、正しい道を行くこと＝フェアプレーの精神、平和的精神という意味合いを込めました。 チームとして堂々と勝負する力強さを表現しました。

ユニフォーム
2020シーズンの1stユニフォームは、長崎の「ハタ揚げ」をモチーフとしています。肩には平和の象徴である鳩があしらわれており、平和を発信していくクラブならではのユニフォームとなっています。2ndユニフォームには、県花の雲仙ツツジをモチーフとしてあしらい、強さだけでなくフェアプレイ精神や、やさしさをデザインに込めています。

左から下記のユニフォームを着用しております。
・1stゴールキーパーユニフォーム
・1stフィールドプレイヤーユニフォーム
・2ndフィールドプレイヤーユニフォーム
・2ndゴールキーパーユニフォーム


平和の象徴 鳩がモチーフ
雲仙ツツジがモチーフ


平和祈念ユニフォーム
V・ファーレン長崎は、長崎県民にとって平和を考える大事な8月9日前後の期間にこの想いを伝えるため、2015年より夏季限定で平和祈念ユニフォームを着用し、Jリーグで戦っています。
2020シーズンにおいては、新型コロナウイルスの影響でJリーグ中断期間が当初より長くなったこともあり、来シーズンに持ち越すことといたしました。着用はなしとなりますが、8月12日（水）の平和祈念マッチにあわせ平和祈念Tシャツを制作予定となっております。

過去のデザイン


平和祈念活動内容

平和学習
長崎にあるクラブの使命として、「平和」への想いを発信するにあたり、チーム・フロント・ファン・サポーターが一体となって、世界に向けて平和へのメッセージを発信していきたいという想いのもと、2019年に引き続き2020年も平和学習を実施いたします。
・チーム
・フロント
・ファン・サポーター
・平和への理解・発信


過去の歴史の中で苦しみを味わった
長崎にあるクラブの使命として、
世界に向けて、
平和のメッセージを発信していく。

サッカーだからこそ伝えられるメッセージで、
ファン・サポーター・相手チーム、
そして自分達が平和への願いと感謝の気持ちを
持ち続ける、


トップチーム選手・スタッフ向け
被ばく体験伝承者の方からの講話と、V・ファーレン長崎の平和への想いを学習する内容を実施予定です。

※写真は昨年の様子です

「平和」を発信するクラブを運営する一員として、V・ファーレン長崎の「平和」への想いを理解し、発信していくため、トップチーム選手・スタッフ向けと同様の平和学習を実施予定です。

アカデミー選手・スタッフ向け
今年度は、アカデミー選手・スタッフ向けにも実施を予定しております。

千羽鶴寄贈
※写真は昨年の様子です
平和祈念ユニフォーム着用開始年から毎年、ファン・サポーターを含むクラブ全体で平和への想いを込めて鶴を折り、千羽鶴として長崎原爆資料館へ寄贈しています。

行政との取り組み
V・ファーレン長崎の想いをもっと県内、全国、世界に広めるため、今年は、長崎県内の行政の方々とタッグを組みさまざまなイベントを一緒に発信していきます。
毎年、平和祈念式典の前夜(8月8日)に、市民が手作りのキャンドルに平和への願いをこめたメッセージを書き入れて、灯をともすことで、原爆で亡くなった多くの方々を慰霊し、市民一人ひとりが原爆の惨禍を決して忘れることなく、平和の尊さを継承していくことを目的とした行事です。あわせて平和都市長崎の想いを世界に向けて広くアピールしています。今年は、このイベントにV・ファーレン長崎としても参加を予定しています。

平和の灯HP


平和の灯 キャンドルワークショップ
「平和の灯」のキャンドルをV・ファーレン長崎のファン・サポーターのみなさまと制作をするイベントを開催いたします。
日程：7月18日（土）14：00～15：00
場所：長崎市民会館調理室、会議室

詳細はこちら


ホームゲームでの取り組み
選手による平和宣言
長崎原爆の日である8月9日前後の期間のホームゲームでは、毎試合キックオフの前に、選手による「平和宣言」を実施予定です。
宣言の中に各選手の平和への想いを織り交ぜながら、長崎の平和への願いを発信します。
※新型コロナウイルスの状況を加味して、日程調整中です。

平和祈念マッチ
8月12日（水）に行われる明治安田生命J2リーグ第11節ザスパクサツ群馬戦を「平和祈念マッチ」として実施し、平和へのメッセージを発信する企画を実施予定です。
※新型コロナウイルスの影響により変更する可能性がございます。

平和祈念グッズ
2020シーズンは、8月12日（水）に行われる「平和祈念マッチ」にあわせ平和祈念Tシャツを制作いたします。
その他、平和の象徴の鳩がデザインされているご当地ヴィヴィくん長崎県バージョンデザインのマグカップやミニ巾着、アクリルキーホルダーなどを7月下旬より販売予定となっています。

ご当地ヴィヴィくん　長崎県バージョン

ユニセフ支援活動
2018年より、ジャパネットホールディングスと共に、2018年1月に公益財団法人日本ユニセフ協会を通して、世界の子どもたちへの教育支援や平和の想いを伝えるため、支援プロジェクト『PLAY (PRAY) for PEACE　「未来」のために「今」できること』を発起し、3年間で1億円の寄付を目指した取り組みを続けています。
プロジェクト名には、スポーツをプレイする・遊ぶ（＝PLAY）と、支援を通して平和を祈る（＝PRAY）という2つの意味を込めています。


平和関連リンク
長崎市平和・原爆総合ページ
長崎原爆資料館
長崎平和観光マップ


2019年度平和祈念活動HPはこちらをクリック
5

